
茂原七夕まつり開催時 火気取り扱い等の注意事項 
茂原七夕まつり実行委員会からのお願い 

 

 

○発電機や燃料（ガソリン、軽油など）容器は、火を使用する器具から遠ざけて設置し、直射日 

光の当たらない場所や風通しの良い場所に保管しましょう。  

○携行缶のキャップを外す際は、火気の無い所でエア調整ネジを緩め、缶内に圧縮された空気を 

逃がしてから外しましょう。  

○発電機に燃料を補給するときは、必ずエンジンを止め、入れ過ぎてあふれないようにしましょう。  

○発電機や燃料容器は、錆びて燃料が漏れているものは絶対に使用せず、転倒しても燃料が漏れ 

ないよう、容器のキャップをしっかりと閉めてください。  

○特にガソリンは揮発性が高く、すぐに引火します。燃料を補給するときは、火を使用する器具 

から遠ざけ、また、たばこの火は消してください。  

○ガソリンを入れる専用の容器は、金属製の缶でなければなりません。 

○ガスボンベは、転倒しないようバンドなどで固定しましょう。  

○直射日光の当たらない場所や風通しの良い場所に保管しましょう。  

○古くなったガスホースは、穴があいていることがあります。使う前に点検して、穴が開い  

ていたら新しいものと交換してください。  

○ガスホースを踏んだり、物ではさんだりしないようにしましょう。穴が開いてしまいます。  

○ガス器具やガスボンベとホースの接続部分は、ホースバンドでしっかりと固定しましょう。  

○卓上式カセットコンロを使うときは、ボンベの収容部分を鉄板などで、おおわないように  

しましょう。爆発する危険があります。 

 

 

 

 

§出 

 

コンロなど火を使用する器具及びプロパンガス 

ボンベは、次のことに注意してください。 

発電機は、次のことに注意してください。 

事故のないよう、火災予防に、

ご協力ください！ 
※、火気の取り扱いについて当局で見回り、点検等行う場合がありますのでご了承ください。 



チェック欄 職員確認欄

カ セ ッ ト こ ん ろ

玩 具 用 煙 火

放 火 防 止

防 火 管 理

ＬＰガスボンベの設置場所は、火気から２ｍ以上離れているか、不燃
材料（１２mm以上の石膏ボード等）で遮蔽してある。

ま き 、 炭 等
使用中は、みだりにその場を離れない。

可燃物との距離は十分に保たれていて、使用中は常に人がいる。

給油前には必ず消火をする。

露店開設中は、ＬＰガスボンベ等の危険物は毎日持ち帰る。

確 認 日 ２０２４年　　　月　　　日
チェック担当者名

職員確認者名

発電機の正しい使用方法を確実に理解している。

途中で給油しなくても良いようにしてある。

消防法令に適合したものを正しく使用している。

キャップを開ける前には、安全な場所で圧力を抜いてから開ける。

蓋のある不燃性の容器等に入れるか、防炎性の物で覆ってある。

露店等開設時の確認事項（茂原七夕まつり）

　問合先：長生郡市広域市町村圏組合消防本部　　予防課　　　　☎0475-26-0119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   中央消防署　☎0475-24-0119

消防水利（消火栓、防火水槽等）から５ｍ以内ではない。

消防車の進入路付近や、周囲の建物からの避難に支障はない。

消火器の正しい取扱い方法等を確認した。

業務用消火器を準備してある。

安定した不燃性の床などの上に置いてある。

近くに可燃物は置いていない。

　次のうち該当する事項をチェックして下さい。　当日に消防職員が回収し露店等を確認します。

電 気 器 具

危 険 物 容 器

発 電 機

暖 房 器 具

確　　認　　事　　項

開 設 場 所

火 気 器 具 等

液 化 石 油 ガ ス

ＬＰガス用の器具を使い、ゴムホースにひび割れ等はない。

ＬＰガスボンベは転倒しないようにしてある。

ゴムホースの接続部には、抜け防止用のバンド等を使用してある。

カセットこんろの正しい取扱い方法等を確認した。

使用後の後始末（消火）を確実に実施した。

水がかかる可能性のある場所の器具は、防水性能を有している。

電気配線には、照明器具等の荷重がかからないようにしてある。

たこ足配線はせず、許容電流を守っている。
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